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過去の「共に歩まん」はこちら↑

←過去の「マナビィ通信」は
こちら

～子供も大人も学び続ける社会に向かって～～子供も大人も学び続ける社会に向かって～

11月14日（金）に学社連携・協働フォーラムを開催しました。本フォーラムでは、長野大学 社会福祉
学部 社会福祉学科 教授 早坂 淳先生を講師にお招きし、コミュニティ・スクールに関する話題提供を
していただきました。その後、参加者同士が対話を通して自身の考えを深めていきました。その様子を
紹介します。

学社連携・協働フォーラム
テーマ 学校・家庭・地域がつながった先にあるもの

～「地域とともにある学校づくり」は誰を幸せにするのか～

【早坂先生からの話題提供と対話①】

「コミュニティ・スクール」の難しさは何か

【参加者から出された考え】
・関わる人（当事者意識、温度差、リーダーシップ、コーディネーター）
・目的や願い（共有、価値観）
・時間をどう捻出するか（負担感）
・お金（謝金、交通費、雑費）
・そもそもコミュニティ・スクールって
知られているの？
・組織運営（学校運営協議会や
運営委員会）って何するの？
・地域の高齢化と人材不足
・関係づくりの難しさ（学校、地域）
・地域の方が学校に行くハードルの高さ

【早坂先生からの話題提供と対話②】

「コミュニティ・スクール」の魅力や喜びは何か

早坂 淳 先生

【参加者から出された考え】
・笑顔が増える（子ども、先生、地域、みんな）
・ありがとうの「心送り」が増える
・つながり（挨拶、活動、やりがいや感動の共有）が深まる
・多様な人との交流（褒められる、認められる、安心な居場所）が深まる
・多様な経験を通した人間形成（失敗する、傷つける、でも愛する）ができる
・「まご」が増える、子どもや学校が身近に、自分事になる
・「はじめて」がいくつになってももらえる
・自分に帰る場所がある
・子どもの成長を感じる喜びがある
・子どもの新たな魅力や良さを発見できる
・大人のやっていることを子どもに見せる
・どろくさい人間関係をあえて教える（本音と建前も）ことができる
・大人のいろんな生き方を見せられる



【参加者からの感想】 ※CS…コミュニティ・スクールのこと

CSで得られる学びが有効であることを強く感じた。

CSを活用することで、人との触れ合いの機会が生まれ、

喜びが生まれることを改めて認識した。生の体験、リアルな

知識を得ることができるCSは、子どもの育ち、未来に大きな

影響を与えると思った。

CSの「難しさ」よりも「楽しさ」を共有していきたいと思った。

地域で子供を育てることの大切さを感じた。

立場の違う方々と語り合えたことは新たな視点を得ること

につながった。

心がつながるCSを作っていく必要があると思った。

子どもも大人も居場所がある学校・地域づくりにつなげていきたいと思った。

早坂先生の話題提供を基に、参加者同士が対話
を通して、明日へのヒントを得たりコミュニティ・ス
クール推進への大きなエネルギーを得たりする機
会となりました。今後は、新しいわくわく感を感じな
がら、より一層地域と学校が子どもの新たな魅力
や良さを発見し、子どもも大人も幸せにな
れる社会につなげていければと思います。

早坂先生が話題提供で使用したスライド（一部抜粋） 資料作成者（長野大学：早坂淳先生）

【新しいわくわく】
一人ひとりの違いや価値観を大事にして、
ゆるやかにつなげていくこと。多様性（ば
らばら）だけど、協働（ひとつに）すること
で、新しい価値（わくわく）が生まれる。

【越境する】
今いる自分の当たり前の居場所や肩書
を脱げる場所へ行くこと。全く専門では
ない場所に飛び込んでみること。今まで
自分がやってきたことが、ほとんど役に
立たないような場所に自分を置くこと。

【子どもも大人も幸せに】
子どもの幸せのために、私たち大人と
して何ができるか。
大人だからこそ自分のやりたいことを
追究して学び続けていく、１つの活動
をみんなでやってみる、面白いことをつ
ながりながらやってみる、輝かせていく。
そのような大人の学んでいる姿、つな
がっている姿、笑って楽しそうにやって
いる姿、幸せに生きている姿など、そう
いう大人の背中を子どもに見せていく
ことが大切。
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